
教育目標 しっかり学ぶ子  思いやりのある子 ねばり強い子 

重点目標 想像できる子の育成～共に夢を叶える学校～  

 合言葉 わかる気！できる気！その気！ 

 

 

 

 

猿払村立浅茅野小学校便り 令和３年４月３０日発行 第１号

「夢を叶える」大人の関わり 

浅茅野小学校長  荒 谷 卓 朗 

 

１☆「やる気」を持続させるには？ 

始業式、「はいっ！」と歯切れのよい声が返ってきました。一年前の「浅茅野っ子」とは違う姿がありま

した。学校・家庭・地域で育つ子供の成長の姿に嬉しさを感じる瞬間です。初めは緊張感から「がんば

ろう!」と思っても慣れてくると心に緩みが出ます。やる気を持続させるのはどうしたらいいでしょうか。 

２☆「なりたい自分」の姿 

学校では面談を通して見通しを持たせる関わりをしています。未来の自分の姿をイメージして、でき

ることから日々コツコツと努力を続けること。その積み重ねが成長につながります。 

３☆マイストーリーを語る 

子供の夢を叶えるために大人はどんな関わりをしていけばよいか、日々問われていると感じます。

私は自身の生き方や考え（マイストーリー）を語ることが大切かなと考えます。道徳では、人物やストーリ

ーから価値観を読み解き、自身の行動（生き方）に反映させて考える場面をつくります。子供たちは自

分事として考えて議論する道徳の授業がとても楽しいようです。例を最近の出来事から紹介します。 

４☆敗北の味、知っていますか？ 

今年、日本ハムファイターズにドラフト１位入団の道産子選手 伊藤大海（いとう ひろみ）投手がデ

ビュー。21 日には 23 イニング連続奪三振という快投も実らずチームは敗北。しかし、ホームランを打た

れても踏ん張りどころでピンチを抑えた伊藤選手の姿はファンの心を揺さぶる名場面でした。 

運良く、【ハイボクノウタ】（作詞・作曲 ＡＫＩＲＡ）という歌と出会いました。その歌詞は、 

♪「負けろ 負けろ 負けろ」（※繰り返し） 敗北の味 知るものだけが 人を救えるから（※） 

敗れる痛みを知りなさい（※）失う勇気を持ちなさい 傷つく数だけ強くなれる 

ＡＫＩＲＡさんは自身の動画の中で、「目の前で起きていることはすべて正しい選択だった。今の自

分を好きになってください。そうすれば過去も書き換えられる。」と自己肯定・自己承認することの大切

さを語っておられました。現状を受けとめて《受容》、とらえかたを変える《承認》。それが次につなが

る力になります。「伊藤選手の好投は次の試合に必ず生かす」監督やチーム仲間はそれぞれの思いを

強く持ったことでしょう。自身の経験の中で、うまくい

かなかったこと、悔しかったことを知っているからこ

そ、人の痛みもわかります。そして、人を救う行動

を起こすような子供に育ってほしいですよね。 

５☆「夢を叶える」想像できる子 

重点目標「想像できる子」は、未来の自分の姿を

描く子に育てよう、その夢を叶えるために支える場

（学校）をつくろうという願いをこめました。実現に

むけて「わかる気、できる気、その気（やる気）」と子

供にわかりやすい合言葉をつくりました。 



ところで、３つのうち一番大切なキーワードは何でしょうか。教師を目指す学生にへき地教育体験実

習の特色を伝えたいとの依頼で、浅茅野小学校の取組について話す機会をいただきました。そこで、

一昨年の教育実習生（現在大学４年生）3 人に質問したところ、「やる気」との返答でした。昨年の学生

3 人は、報告プレゼンで励ます４つのステップ《①受容・②承認・③行動・④激励》についてボディ・アクシ

ョンを使いながら発表したようです。                 ☆学生の感想☆ 

 

６☆「やる気」の正体 

そもそも「やる気」とは何でしょうか。「やる気」は、「テンション」と「モチベーション」に分類されます。

「テンションマックス！」「テンション下がる～」など、気分や体の状態を示します。これは、好きな音楽を

聴く、好きなものを見る、かけ声を出すなどで簡単に上がります。例えば、両手を上にあげて「できる！

できる！私は天才！」と言ってみましょう。なんだか元気になりませんか？ただ、テンションは上がり下

がりしやすいので持続性はありません。また、自己肯定感は状況の変化によって上がり下がりします。例

えば雨の時、「雨だとやる気でない…もう何もしたくない…今日の私サイテー…」というように。 

モチベーションは①外発的動機づけ②内発的動機づけの２つがあります。①は報酬・評価・懲罰など

外部からの働きかけによるものです。「ご褒美をもらえるからお手伝いをする」「叱られるから勉強する」

という状態は指示・命令によるもので「やらされ感」が強くなります。ですから、「勉強しなさい」はあまり効

果がないわけです。②は泉のように自分の中から湧き出る元気の源です。「何のために」という目的を

自分で明確にもっている状態です。人は自分で決めた行動に対して強いモチベーションを感じます。

つまり、やる気は《目的意識をもたせる》《他者からの承認》によって高まります。 

７☆自己効力感を積み上げる 

本校の児童は全員が一輪車にのれるようになります。つまり、それが「できる」自信になり、他にも挑

戦しようという意欲にもつながるということです。積み木を重ねるように「できる」が連続していく状態に

なる、つまり経験値を積むと、多少の気分や体調の変化があっても「へこたれない」ようになります。これ

が自分は「できる気」＝《自己効力感》です。スポーツや芸術はできる・できないがはっきりします。です

から、一輪車検定のように小さなステップで「できる」を経験させる場の保障は極めて重要です。 

８☆「わかる」と「できる」の繰り返し～認め・励まし・共感するコミュニティづくり～ 

宗谷教育推進重点「未来の学力保障+10」をめざし学力をつける取組を改めて精査しました。今より

厳しい現実が起きたとき、そこに立ち向かう知恵と体力・気力が必要です。第一歩は「わからないもの」

が「わかる」、それを「できる」ようにする小さな努力の積み重ねが成果となります。そこに向かう大人の

関わりはやはり「励ます」ことです。「あなたがいてくれてよかった」《存在承認》、「挑戦している姿がカッ

コイイ」《行動承認》、「負けたけどよくがんばったね」《結果承認》の繰り返しです。 

「私って結構イケてる」「きっとできる！」と子供を「その気」（やる気）にさせる働きかけ・場づくりを学

校・家庭・地域の皆様方と協働で進めていきましょう。よろしくお願いいたします。☆続きはＣＳ通信にて☆ 

参考『親子 de 元気アップ～やる気スイッチが勝手に入っちゃう秘訣』（塩谷隆治 著） 

実習手帳の先生方からのコメン

トを見返すと、たしかに受容、

承認、行動、激励を満たす表現

がなされていることを感じまし

た。読み手にとっては反省して

学ぶことができながら、前向き

な気持ちになれる文章でした。 

自分の学校生活ではペップトー

クをしてくださる先生方と多く

出会えることが出来たと思いま

す。だからこそ、自分が教員を

目指すようになったのだと気付

くことができました。 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春の廃品回収中止について 

 今年度5月9日（日）に予定しておりま

した春の廃品回収は、コロナ禍の折、現

在の状況を考え中止といたします。保護

者、地域の皆様におかれましては、なに

とぞご了承いただき、今後も本校の教育

活動へのご支援、ご協力をよろしくお願

いいたします。 

 なお、10月予定の秋の廃品回収につき

ましては、今後の状況によりますが、実

施を予定しております。 

教頭 真鍋 奈美 

 

 

 

鬼志別小学校より参りました真鍋奈美と申します。昨年度は、英語巡回指

導員として猿払村の各小学校を回り、英語指導に関わらせていただきまし

た。浅茅野小学校には週に2日訪問しましたが、児童の元気なあいさつや

笑顔を見て、素晴らしい学校だなと感じていました。今回、ご縁あって、

浅茅野小学校の一員として過ごせることに大きな喜びを感じています。保

護者、地域の皆様には今年度も何かとご協力いただくことがあるかと思い

ますが、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

養護教諭 林 幸枝 

 

 

 

礼文小学校から参りました，林 幸枝です。浅茅野小の元気いっ 

ぱいの子どもたちと，どんな1年が待っているか，今からわくわく 

しています。子どもたちが笑顔で元気に学校生活を送れるよう，精 

一杯サポートをさせて頂きますので，どうぞよろしくお願いいたし 

ます。 

 

 

 ３日（月）憲法記念日 

 ４日（火）みどりの日 

 ５日（水）こどもの日 

 ６日（木）青空教室 

 ７日（金）なかよし号 ALT来校 

１４日（金）全校朝会 ALT来校 

２１日（金）ALT来校 

２４日（月）運動会特別時間割開始 

２６日（水）内科検診 

２７日（木）全国学力学習状況調査 

２８日（金）ALT 

4 月 7 日（水）に令和

３年度がスタートしまし

た。始業式には児童が元

気な顔で登校してきまし

た。今年がんばりたいこ

とを一人ひとり発表し、

とてもよいスタートをき

ることができました。 

今年は新たに2名の男

子児童が入学し、今年

度の浅茅野小学校は全

校児童 11 名でいろん

なことに挑戦していき

まます。入学式では、

新1年生が緊張しなが

らもしっかりとした足

取りで入場し、元気な

声で点呼に応じていま

した。 



 


